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Pellicularia jilamen均saの土壌中に於ける消長について I

栃内吉彦*

鈴木精華*

宇井格生*

田中捕平*

Studies on the vicissitude of Pellieulariα 

jilamentosαin soil. Part 1 

By 

Yoshihiko TOCHINAI， Tadao UI， 

Seika SUZUKI， and Yahei TANAKA 

Botanical Institute， Faculty Agriculture 

Hokkaido University 

土壌中に於ける PeUicul俳句filα悦側.tos品の生育に

関して，既に BLAIR(1942， 1943)， SANFORD (1952) 

等の報告が怠り，氏等は麦類を植栽或は麦手早の粉末を

添加したポット土壌中に於ける本菌の減少を報告して

いる。また ELMER(1942)は 7，8月に於ける土壌中

の本菌.の腐生的な生育と，翌年度の本菌による馬鈴薯

黒窓病被害とに関係がるることを報告している。土

援中に於ける P.filamenω胞の生育を仰制して，そ

の被害を滅少ぜしめるために，寄主以外の作物，特に禾

本科植物をいれた輪作が経験的に行われている。宇

井・栃内 (1955)は 1952，53の2カ年にわたり，甜

菜根腐病の常発園場の土壊中に於ける本菌の年間消長

と，根腐病発生状況との関係を 2，3の方法を用いて

究明し，稚酋立枯病の激しい時期及び成熟期に於ける

根腐病の激発に先行して，土壌中の病原菌が増加する

ととを示じ，またその多い圃場に於いて根腐病発生の

激Lいことを報告した。本報に於いては，更に 1954，

55の2カ年間同一国場内にあって，その園場の土壌中

に於ける P.がlamentosαの消長を甜菜を栽培した部

分と，休閉した部分，更に燕麦を栽培した部分につい

て前報(宇井・栃内:1955)と同じ方法，特に甜菜を

指標植物として間接的に推量しようと試みた。またこ

れと同様の実験を温室内のポットを用いて比較した。

舎♂北海道大学農学部植物学教室

本実験を行うに当り園場の使用，並びに管理に多大

の援助を与えられた日本甜菜糖業株式会社農事課並び

に向由仁町原料駐在所に深甚な感謝の意を表す。

実験

1. 圃場に於ける病原菌の消長

(1) 実験方法

夕張郡由仁町古川の甜菜根腐病常発地に於いて.

1952， 1953年に使用した試験園 No.3(宇井・栃内:

1955)の中約 90坪を4分して，その2区は慣行法に

従い甜菜そ栽培し，他の2区は作物を栽培せず，雑草

を常時除去して休閑地とした(区劃は第1図参照〉。

また 1953年は同一地区内隣接地の一部に燕麦を栽培

した。その各々の固場の株聞の土援を数箇所より採取

し，直ちに実験室に持ち帰り，日陰で風乾した。この試

1954年 1955年

第1図試験問場の区劃と衛類
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第 1表 1954年度試験圃場の土壌中に於ける P.filameηtosaの消長
〈指採植物の各時期に於ける発病状況+， :t:，ーの発病程度を示す稚首数を各会個体数の ~b で示す〉

|指標| 調 査期日

同場番号 |植物発1

i病程度
十 26.7 

1.1 

72.2 

30.0 14.4 

2.2 2.2 

67.8 83.3 

A 
(甜菜栽楕〉

士

B 
(休閑〉

+ 
士

14.4 

3.3 

82.2 

18.9 6.7 

5.6 1.1 

75.6 92.2 

34.4 40.0 

4.4 5.6 

61.1 54.4 

32.2 15.6 

3.3 1.1 

64.4 83.3 

8.9 5.6 

1.1 2.2 

90.0 92.2 

7.8 5.6 

: 1.1 1.1 

91.1 93.3 

3.3 2.2 

1.1 2.2 

95.6 95.6 

2.2 2.2 

3.3 1.1 

94.5 96.7 

第 2表 同上・ ROSSI-CHOLODNY法による土壊中の P.filamenωsaの消長

岡場A(甜菜栽培)! 土 + * +1+ 叫 * 件 | 土 + 
白腕〈休関〉l:t:戸一日十十 lτユ1-=
併:供試スライドの半数以上に病原菌々糸の付着を観祭したもの。

十ト:向上p 但し菌糸量の少いもの。

+:同上.. ;~に菌糸の付着せるもの。

:t::同上，稀に菌糸附着スライドのあるもの。

伶ほ策1表実験の調査日とやや駆りのある場合もある。

験土壊10gを 予め殺菌土壌を充たした径5寸の素焼

植木鉢に婿種生育せしめたi甜菜稚苗〈摺種後13-16日〉

の土壌表面に均一に撒布した。撒布後硝子室或は温室

内におき3 前者にあっては8日後，後者にらっては6

日後に稚苗の立枯数及び権病度を調査比較して，その

増減により土壊中に於ける病原菌aの多寡を間接的に推

察した。尚一部は前報で述べた各種方法を随時補助的

に使用して比較を行った。 1955年には更に前年の4

区全部を各々 2分して，その1つは甜菜を栽培し，他

はさき閑とした。とれにより 1955年の全8区の内2区

宛， 1953年以来甜菜を3カ年連作した区 (1，VII) 

2年連作後1年休閑 (n，V1II). 1年宛甜菜・休閑・甜

菜(JlI， V)及び1年甜菜・ 2年連続休閑 (rv，VI)の

4つの組合せが得られるとととなる。との区劃及び番

号は第1図の如ぐである。 1954年と同様に各区より

土壌を採取して指標値物の発病状況より土壌中の病原

菌の活動を推察しようと試みた。

(2) 実験結果

A. 1954年度の結果 -6月19日甜菜間引期より

収穫期の 10月 25日に到る間，毎月 2回宛採取した

土壌による指標植物の発病状況の内.A区及びB区に

於ける結果を第1表に/云じた。即ち.指標植物とした

甜菜稚苗の倒伏或は立枯に近い激Lい症状を示した個

体を(+)，倒伏すること無く，最終調査時に医軸地際

部の病徴を認めた個体をく土)'""(.示L，全〈擢病してい

ないものをく一〉で示しその各の%を第1表に示した。

何れの調査時期にるっても供謝旨標値物の個体数は土

壌採取箇所1つについて植木鉢3個 J 個体数計 90本

である。またこれ等各調査時期毎の指標植物の発病個

体数の全供試個数に対する百分率を以って図示Lた結

果をグラフで示Lた(第2図〉。またとの中に隣接燕麦

畑の土壌を用いて行った同様の笑験結果を併記した。

これ等の結果を見ると，甜菜を栽培した部分。土援

にあっては 9/VIより 5/VI1に到る聞に指標値物の発

掴

me

凹

(
指
標
植
物
白
賓
病
率
%
)

19{V1 5{VJl 20{VII 6{VJl1 田{Vm 6{fX 21江瓦 51X 
(調査月日}

第2図 甜菜，燕麦及び休閑闘場の土壌中に於け
る P.ρIαmentosαの消長(1954年〉
(P. filamento叫による指標植物の発病

率の時期的変化〉
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病はやや増加するが， 20/vrrの調査では著しく減少し

た。 6/四以降急速に増加の傾向を示L 21/Vltに最大

に達しp その後漸次減少Lて5/Xより 25/Xに到り

最小となる。休関した土壌中では，前と同検 5町/vrrま

で

20/V羽E著L<減少して以後緩漫な減少を続けた。燕麦

植栽土援中では，昼間地よりも6--7月の間指標植物の

発病はやや多いがJ その後の波少は急速で， 20/羽以

降は逆に休閑地に於けるより蹴少を示し 9月下旬以

降指標植物には全然発病を認めなかった。同一園場に

於いて調査した ROSSI-CHOLODNY法及び、補助的に使

用した穏紙法(SIMMONDS，SALLANS & LEDINGHAM: 

1950)によって得た結果の間2 前法に関するものを第

2表に示した。とれ等の方法による定性的な傾向は何

れもよ記方法による結果と大略同一であった。但し7

月下旬に於ける甜菜植栽区の土壌中に見られた指標植

物の発病低下の傾向はp 同年に忘つては判黙としなか

った。

B. 1955年度の結果 1955年度に3カ年間甜菜

連作区(第1図， r， vrr)， 2年連作1年休閑区 (rr，

VlII)， 1年甜菜栽培2年休閑区 (IV，vr)及び1年ずつ

甜菜・休閑・甜菜栽培した区 (m，v)の各土壌中に

於ける P.filamentosαの消長を前と同様指標植物の

発病状況で推察した。その結果は第3 4図の知〈で

忘る。但し第3図は前年までの闘場の作付状況の如何

に係らず1955年度に甜菜を栽培した区 (r，m，v及

び四〕に関する結果を，第4図は1955年に休閑した

区 (rr，IV，vr及び四〉の結果を図示したものでまらる。

この結果を見ると， 1955年に甜菜を栽培した全部の

o

o

 

h

指
偲
植
物
の
揖
病
事
Mvn」

'・"、‘、，.' ..，.....-司、、‘
"“  /' ~/\\ 

--ー-，ノ〆'、¥-"、、、_/一"、、
"，' -_....~ 、、ープー.' 、、" -~-司、，、-"、、--、、'..' " 、、、、
~'、、

101-" 、、、、、、、、、
田jlV lONI 25[VI IO!VlI 27lVn 16IVIII l/IX 20[X 

(割高月四)

第3図 甜菜裁培悶場の土壌中に於ける P.fila-
mentosαの消長 (1955年〉

(各調査日に於ける P.βIωm仰tosαによる指標
植物の発病率 vrr，rは 1953-55年甜菜連作
区， m，vは 1953，55年甜菜裁培， 1954年
休閑区〉

区 (r， JII， V 及び四〉にらって，各調査時期に於け

る指標植物。発病状況は 1954年に於ける甜菜栽培土

壌中で見られた傾向と同一でるる。 NPち指標植物。発
病は甜菜播種期より増加を始b 一時その増加の傾向

は無くなり，逆に減少したが，後再び急速な増加を示

してついに最九期に達し指標植物発病の極九割が2

回認められた。とれを 1954年度の結果と比較すると

1955年にあっては途中に於ける減少期は 10/vrr頃で

あり， 54年度に於ける 20/vrrよりやや早<，またそ

の{低氏下の程度は少Lい、、。また病原菌

年度に於けるよりも少L<早いように認雇あうられた。然
しながらこれ等は調査時期が年により臭っているたあ

判然とした結論は下L得ないがかかる差異は両年の

気候条件，特に降水量と土壌温度が調係しているもの

と認められた。

第3図に示した甜菜を栽培した4区の間 3年間紺

棄を連作した I及びw区と，前年f{c関した後に甜菜

を栽培した E 及び V区を夫々比較すると 2 連作区に

於ける方が前年休閑した区よりも指標植物の発病は何

れの調査時期にも著しく多い。このことより土壌中に

於ける P.filamento仰の活動が連作により増加して

いるものと推察される。また10/vrrに於ける一時的な

病原菌.の波少は連作区に於いては少し 10/vrの甜菜

間引期より 16/加の成熱期に到るまでp 季節の変化に

伴って漸次増加の一途をたどっているかの如ぎ様相を

示している。

1955年に休閑した閏場の土壌では，第4図に示す如

く前年に甜菜を栽培したと否とにかかわらず，第3図

に示した油菜栽培区の土壌中に於けるよりも菌の活動

が劣るととが明らかに認められる。但し第3図と比

較すると， 10/vrrに於ける菌の活動の波退と，その後

の再増加とは全く認められず，何れの区に怠っても最

大期に達した後に減少を始め，収穫期に到るまでその

傾向を持続する。

主田l
車岡
田

発
病 M

rlと二二一---
lOJVJ 26JVI 日間1 罰JVU 16/Vm l/lX 

@取量月日】

第4図体関岡場の土壌中に於ける P.filαm側 tosa
の消長(1955年〉

く各調査日に於ける P.βlαmento胞による指標
植物の発病率:rr， VlII: 1954年甜菜裁培・ 1955
年休閑区， 1V， vr: 1954， 55年連続休閑区〉
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またとれ等の内，前年間棄を栽培した区 E及び珊 甜菜を連作した場合とを比較して前者の土援中に於け

区と，前年も休閉したlV及びU区の両者を比較する る病原菌'の活動fJ:.減少し，病原菌・の最大活動期で、ある

と，土援中の病原菌の活動は，連続休闘した部分にら 8月中にらって指標植物の発病率は連作区の%に

つて常に劣っていることが認あられる。唯それ等各々 過ぎなかった。即ちrf閑する事により土壊中の病原菌

の土壌中に於ける病原菌の最大活動期がlV，VI及び の活動は著しく低下するカも菌.が全〈消滅してしまう

田区に~つては 10/羽-27/刊の 7 月中にあり， 1954 ことはなく，又その活動の低下により，寄主作物の被

年のささ閑地の土壌中の菌の最大活動期よりも遅いのに 害を笑際的に防ぐことは期待できなかった。燕麦を栽

対L，n区のみは 25/VIにあった。 培した土援中にるっては，指標植物の発病状況より推

C. 1955年収麗期に於ける甜菜の被害ー一一1955年 察するとき，病原菌はその土壊中より全〈消滅したか

甜棄を栽培した I，m，V及び刊の各区について甜 に見られたカも翌年寄主植物を栽培すると，やはりそ

菜発芽期より収穫期まで固場に於ける P.filαmentosα の被害が認められた。

による被害を土壌採取時期毎に同時に調査した。その II. 構木鉢土壌中に於ける病原菌の消長

内の収穫期に於ける発病程度に関する結果は第3表の P. filamenω仰による病害の多発する固場の士援
如くでるる。即ちとの結果から見て，連作区 1，VIIは 中に於ける本商の活動は，休閑地とすること，或は燕

収穫期にらっては発病率は著しく高<，また激しい発 麦を栽培することにより波少し寄主作物を連作する

病程度を示す個体も，前年休閉じたm，v区に比して ことにより増加ずる傾向を確め得たのでp 更にこれを

増加していることが認められた。特に連作区にあって 温室内のポット試験で確認するため次の実験を行つ

激Lぃ crownrotの症状を呈したものが全個体数の た。

約?のこ達することが観察された。即ち指標植物の擢病 A.実験 1一一P.filamento闘の菌株 B-2(甜菜

率が高く，土壌中で病原菌の活動が旺盛であると認め 根部より分離〉を殺菌土壌に培養したものを接種源と

られた園場では，収穫期に於いて寄主植物の発病は多 しも径5寸の素焼植木鉢に充たした殺菌土壌に混じ

しその被害も徴しい。 病土を作り，この各々に殺菌した菜豆・亜麻，大根3

甜菜及び裸麦の種子を播いた。発芽後2週間目に発芽

ζれ等の実験より甜菜を連作することにより，固場 個体数に対する倒伏個体数或は擢病i団体数の%を

の土壕中に於ける P.filα竹wntosαの活動は著し〈増 測定して，これを発病指数とした。播種1カ月後にこ

加することが認められる。逆に休闘を続けることによ れ等供試植物の地下部を残して，地上部のみを刈除し

って病原菌は主主キ土壌中で減少して行〈もののようで 新に第4表中に第2固として示した如含組合せで前記

ある。また前年休閑した圃場に甜菜を栽培した場合と 5種の作物を播種し，このような処理を全部で3回繰

第3表甜菜収穫期に於ける根腐病

被害(1955年〉

健全 揺病
掻病f国体の

試験区勢
被 害 度

個体数個体数十件 l 十ト!十 士

h 』 li 一元一必3291 盟国7
連作 63 71 I 39 : 12; 9 I 11 

EJ913671713  
前年体関 93 i 47 113 1 5 119 110 

骨銘1図 1955年闘場番号

被害度十i十:根部が厳しく櫨病して 2次感染を受け

腐敗したもの。

十ト crownrotの践しU、もの及び dryrot canker 
+ : dry rot conker. crown rotの軽微なもの。
:t:一部に催病を見たもの。

返した。とのようにして得た毎回の各種作物の発病率

を同じく第4表に示した。

との結果を見ると， P. filarnenωsa B-2菌株は甜

菜に対して最も強い病原性を有し多数の甜菜稚苗を

倒伏せしめ3 また亜麻に対してはとれよりやや劣りp

大根に対する病原性は弱かった。また殆んど凡ての菜

豆地際部を侵害しここに病状を現わすが. とれを倒

伏せしせるには到らず3 裸麦に対しては全く病原性を

欠いているもののようで怠る。とれ等の実験は第1回

目は9月，第2，第3回目は夫々 10，11月に行った

ものでるり，何れの作物にるっても温室内温度が漸次

低下するに伴いp 発病率の低下してくることが知られ

る。第2回目の実験に於ける甜菜の発病は，第1回目

に裸麦を樋栽したポット(区〉に~つては前回にも甜

菜を植栽したポット(1)に於けるよりも発病が少く

なっていることを認める。然しながら亜麻にあっては
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第4表各種作物の組合ぜとp その P.
filame均tosaによる発病率

ポット|策1岡'(9月)[策2恒1(10月)第3聞く11月〉

番号 作物発(~病6率〕 作物 gcvub←fl作物 l11発2病θ率
I 甜菜 68 甜菜 53 甜菜 44 

E 亜麻 53 亜麻 39 亜麻 30 

l!I 大根 13 大根 10 大根 11 

lV 菜豆 100 菜豆 100 菜豆 100 

V 裸麦 0 裸麦 O 裸麦 。
vr 亜麻 51 甜菜 47 亜麻 31 

W 大根 9 1/ 52 大根 8 

m 菜豆 100 1/ 50 菜豆 100 

IX 裸麦 。1/ 45 裸麦 O 

X 55 大根 11 菜豆 100 

XI 48 菜豆 100 裸麦 。
XlI 大根 12 裸麦 。菜豆 100 
XUI 菜豆 100 大根 11 亜麻 35 

玄IV 1/ 100 I裸麦 。1/ 28 

XV 裸麦 01亜麻 40 大根 9 

前に裸麦を嬬種したポット (XV)でも発病の波少は認

められず，第3回目の接種実験(玄IV)でやや低下し

ていることが認あられたカミその差は著しいものでは

なかった。

B.実験 2 このような接種試験を行った植木鉢

の内，同じ作物を3回植え次いたものく1，IT， l!I， lV， 

v)を温室内に6カ月間おいてからp 同量の殺菌土壊

と充分に混和してp これを再び植木鉢に充し問菜を播

種して，発芽後稚苗の倒伏開始期より毎日その倒伏し

た個体数を測定して，その傾向より以上のような処理

土壊中の病原菌の存否2 或は活動状況を比較しようと

試みた。

その結果は第5図に示す如くでるる。この図にあっ

て横軸は発芽後の日数を現わしP 縦軸には発芽個体総

数に対ずるその日までの倒伏稚苗数の総計を百分率で

示した。本実験に於いては，稚苗の地上に現われるま

でに枯死したものp 或は発芽障害を示したものの数は

考慮に入れなかった。とれは対照区とLて殺菌土壌に

播種した刊菜種子の発芽と，各病土区聞の発芽個体数

の差は常に前者が勝るとは限らず，その聞に多少の変

動がらりr 甜菜種子のような盛果にるっては.発芽阻

害の比較は困難でるるからである。これ等の結果を見

ると.. P. filαnも叩tosaB-2菌株の侵害し得る作物を

植えた I-lV区に於ける指標植物の発病はr 連日の稚

90 

指 70
湧
植
物
の

言50
寧

号令

R 

V 

7 9 11 13 15日
播額後日数

第5函 各復作物を植え次いだ植木鉢土壌中に存
在した P.filαm側 ωsαによる指標植物の
倒伏状況:策1恒1実験，数字は第4表に
示した区の番号，RはRICHARDS氏寒天

培地培養菌を接種した土壌に於ける発病

苗倒伏数増加より比較すると区によって相当の変動が

;tり，一定の傾向を覗い知ることは困難で、らったがp

何れも裸麦を植え次いだV区よりも発病率は著し〈高

かった。即ち裸麦のV区に;tつては播種後 15日目に

到り漸く 7fjbの甜菜稚苗が倒伏したに過ぎないが，亜

麻を植え次いだ E 区では 50~b，甜菜及び大根を植え

次いだ工及びE 区では30;lb前後の稚苗が倒伏した。

菜豆にらっては，この中閣の発病を示した。このよう

に裸麦を植次いだ区 (v)にらって指標植物とした甜

菜が僅かしか擢病しなかったととはこの植木鉢の土壌

中に於ける病原菌.の活動が極めて微弱であるかJ 或は

極めて僅かしか残存しなかったものと推定される。

更に，この様に一度指標植物として甜菜を植えた植

木鉢より甜菜を抜き取り，これに再び開業を播種し，

その倒伏状況を調査した。その結果は第6図の如〈で

;tる。との実験の結果では.IT，1Il区の間には指標植物

の発病状況に全く差が無<， 1区は発芽初期より稚苗

が著Lく倒伏したカも後にはE或はEと同程度の倒伏

率となった。またlV区はとれ等よりも発病がやや劣っ

た。!lPち第1回目の指標植物植栽時よりも各区聞の倒

伏の傾向は互に類似しており，且つ発病率も著しく増

加していることが認められた。しかるに裸麦を植え次

ぎしたV区にらっては，前回の指標植物倒伏状況と全

く同ーの傾向を示し，何等発病の増加は認められなか
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第6図 各鐙作物を栽培した植木鉢土壌中に存在
した P.filamentosωによる指標植物の
倒伏状況:俸2恒l実験，数字は室戸4表に
示した区の番号， RはRrCHARDS氏寒天

培地培養菌援鍾土援に於ける倒伏状況

稚苗の伏倒も至って少<，その数は15日目に11%に

過ぎなかったが 2回目に改めて甜菜を播種育成した

ときには，土壌中の菌は残存していた甜菜地下部或は

新な稚苗地下部に寄生じて旺勢な発育を行い，第1回

目よりも多数の稚首を倒伏せしめるに到るものと考察

される。即ち3 土壊中に病原留の生育を仰制ずるよう

な要素が含まれない場合にはp 土嬢中に存在する病原

菌の量が最初は少〈ても寄主植物を植え次ぐととによ

り著しく増加するもので~ると推察された。

D.実験 4一一以上の実験で各種作物を植え次いだ

I-V区の聞で指標植物稚首の倒伏率に差異を認めた

がこの原閏としては土壌中に於ける病原菌の量的な増

蹴の他に，病原菌ーの病原性に差異を生じたためである

ことも当然考えられる処で、あるσよってかかる菌の病

原性に差異が生じたか否かを明かにするために，各区

士壌中より P.filam仰 to却を再分離した後，馬鈴薯寒

天上に培養し とれ

を接積i治:として殺菌

士援を用いて病土を

f乍りr 間菜稚苗の倒

った。即ち裸麦の根が残存する士援中で菌の塙加は著 伏状況を比較した。

L<抑制されるものの如〈であるc向，対照とした病原 との内E区の土壊h

菌を接種せずに，他の播種処理等を同ーとしたもので らの本国の再分隊は

は指標植物で倒伏する個体は全く認められなかった。 他菌の混入により失

C.実験 3 病原菌が存在している土壌に寄主植 敗し V区にあって

物を植え次いだときに，その中で病原菌が次第に増加 は多くの繰返しにも ~ 

ずることは，実験2或は圃場試験の結果より推測され かかわらず殆んど本 30 

た処でるるが2 土壌中に於ける最初の菌量の少いとき

に.このような寄主植物の植え次ぎが病原菌増加にど

の程度影響するかを知るため次の実験を試みた。

P. filα悦側tosaB-2菌株を RrCHARDS氏培地に培

養してとれを植木鉢の殺菌土壌に接種した。との病土

に甜菜を構種して，前の笑験と同様に稚苗の倒伏状況

を調査した。その結果は第5図の中で R として示し

た直線で現わされる。播種後1カ月目にとの植木鉢よ

菌が発育してとない

ため分離を行うこと

がで、きなかった。こ

の結果は第7図に示

した如<， 1， n， lV 

区の植木鉢土壌より

の再分献した菌は

何れも指標植物を同

10 

5 7 ---9日

播積後日数

第 7図 P.filam仰 to卵子等分率

菌の病原性比較:数字は第

4表に示した区の番号

り開業の地上部を刈除し改めて甜菜を摺種してその じような状況で倒伏ぜLeo，その聞の病原性に何等か

倒伏状況を調査した。その結果は第6図中の R でら の差が生じているとは判定し得なかった。またとれ等

る。命p とれ等の中に於ける病原菌の増加を ROSSI- の他図示しなかったがp 第4表の各区の土壌中より分

CHOLODNY法により比較したととろ・第1回目熔種 離Lた多くの菌株も同様凡て同一病原性を示すことが

期にあっては土壌中の病原菌は極めて少なかったヵミ 知られた。

第2回目甜菜播種期に向調査期とその中の病原菌.の著 E.実験 5一一ー実験2を更に確めるため，農林省胆

しい増加を認めるととができた。乙れ等の結果より見 振馬鈴薯原々種農場土壌の有機物に乏しし浮石質細

ると，第1回目の甜菜植栽したときに3 その土壊中に 擦に富む第1層及び腐蝕質に富む黒色を帯びた第2層

るって病原菌.は未だ充分の生長をせず菌量も少いため を夫々植木鉢に充じ P.filamenωsαB-2菌株を接
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種した後これに菜豆，甜業及び裸麦を播種し，その後

1カ月後に地上部を刈除し改あて同イ乍物を播種す

る実験1の I-Y区と同じような処理を3回行った。

3回繰返した後に，全区の植木鉢に甜菜を播種して，

その倒伏状況を調査した。またとの時土壌中にスライ

ド硝子を挿入してこれに接触する本菌々糸を ROSSI-

CHOLODNY法に従って直接検鏡した。 との結果の内

指標植物の倒伏率を第8図に示した。
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第8図 各麗植物を殺精した後その土壌中に存在
した P.filamentosαによる指標値物の

倒伏状況(1は策、1属土壌 2は第2層
土壌 1は甜菜裁熔区，IVは菜豆栽橋区

Vは裸麦殺橋区， .Cは対照区〉

苅菜及び菜豆を8回極次いだ植木鉢土壌で指標植物

の倒伏は裸麦を植栽したものに比べて著しく多〈見ら

れ，最終調査時にあっては5倍以上の倒伏数を示した。

また両土壊についてその還を見ると，何れの区でも第

2屑に於げる方が発病大でるり，且つ指標植物の倒伏

も果くから現われp その鳩加は比較的整ーであったが

表土台るる第1層に2るっては，発芽後暫〈の間，その

中の稚苗倒伏数は余り増加しないがその後急速な増

加が見られた。但しその急速な増加にもかかわらず

最終調査時に於ける倒伏数は第2層の倒伏数よりも常

に劣っていた。最終調査時以降の指標植物の倒伏数は

甜菜の生長による抵抗性増強のため，殆んど増加する

ことはなかった。

同時に行った ROSSI"CHOLODNY法による植木鉢土

壌中に於ける病原菌の直捜検鏡り結果は，甜菜及び菜

豆植栽区にあって多数の菌糸が殆んど凡ての供試ぇラ

イド上に認められたのに反し裸麦植栽土壌中可きは稀

に少数の菌糸が観察されたに過ぎなかった。殊に前2

区に:tつては，指標植物の根部周辺の土壌中に病原菌a

々糸が持に著しく伸長する傾向を認めることができ「た

カも裸麦区ではこのような傾向を殆んど認めることがふ

で、ぎなかった。対照として，接種後作物を植栽せず放

置した土壊中の指標植物倒伏状況は，裸麦を植栽した

区と大差ない傾向を示したカミ全汎にやや多く，且つ

倒伏開始期がやや早かった。もまた ROSSI-CHOLODNY

法による検鏡の結果では，裸麦区に比してやや多L、か

に見られたがその差は特に著しいもの、で・はなかった。

これ等植木鉢土壌を用いた試験の結果は，P. fila-

men伽 αの土援中に於ける菌糸は，寄主作物の根が存

在するときに指標植物の倒伏数は著しい増加を示し

休閑した土壊或は裸麦を植えた土壌にあっては著しく

減少する。との増加の原因は，恐ら〈は土壌中に於け

る病原菌の量的増加に起因するもので2らり，かかる土

壌中の病原菌が質的即ち病原性の変化が起ったものと

は認められなかった。また裸麦の根が存在する場合に

は，この土壌中に於いて P.filam仰 tosaの土壌中に

於ける生育を仰制する要素が関与するものの如しま

たとのような生育の仰剥は土壌の種類によっても異な

るようで忘る。

考察

P. filamentosaによる畑作物の土接伝染性病害は，

園場に於ける発生部分が比較的限られており，甜菜根

腐病の発生状況を見ても，闘場の中の1小地域毎にま

とまった発病を認め，このような発病部が闘場中に点

在している例が多い。このように発病区域が不均一な

ため，土壌中の病原菌の消長をじらぺ3 それに関連し

た被害等の調査は著L<困難となる。よって 1952年

までに調査した各地の発生圃場の内土壌中に於ける本

菌の分布が比較的均一でるり，かつ激しい発病を示す

圃場を撰定して， 1953年その全面に甜菜を栽培して3

更に病原菌の分布を均一ならしめるよう試みた後，

1954， 55の2年に互仏甜菜を連作3 或は休関した部

分の土壌中に於ける病原菌.の消長を調査した。

土壌中に於ける植物病原菌の活動状況を比較する

“ROSSI-CHOLODNY法"は Ophioborusg叩 min台に

ついて GARRETT(1938)が Rhizoct仰旬 solαnifご
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ついては BLAIR(1942， 1943， 1945)が用しり更に すると土展中の病原菌は再び旺盛な活動を始b 秋期

CHINN (1953)は Helrninthospor似m sαtivumに 収撞時に根腐病の相当な被害が現察された。SANFORD

対して使用している。この方法によっては病原菌の定 く1939)は夏期休閑によっても馬鈴薯塊茎黒沼病の被

性的な比較は行い得るが定量的に正確な比較を行う 筈を著しく減少せしめることが閑難なことを報告して

ことは多くの困難がるる。また本菌の如く病原性或は いるが， ~!t菜根腐病にらっても 2 年間の休閑後にすら

寄主範囲に関して多くの系統が分[じしているものにあ 土援中の病原菌はfdI活動力を持続じている。

つてはF 笑際国場の土壌中に本法を使用したとき2 ス 燕麦を栽培した部分の土壊中に於ける本'凶の年間消

ライド上に認められた本菌の菌糸が総℃供試作物に対 長はr 休閑地に於けると同様の傾向を示したが 9月

して病原性を有し且つ発病に関与しているか否かも 以降指標植物の発病状態からは土壊中から全く消滅し

不明でらる。土壌中の生菌数の測定は多大の困難がる たかに認められた。然しながら翌年この困場に寄主作

払完全な方法が、確立されていない現状に1るって，病原 物を植えたとぎ本菌による発病と被害の状泥から見る

菌の土壌中2 特に固場に於ける消長を測定することは と2 必ずしも菌.の消滅を証明することは不可能であっ

更に困難である。著者等の使用した指標植物の発病に た。この点については燕麦困場の設計の不完全から今

よる推察j去にも多犬の欠陥はるるが，SANFORD (1952) 後の実験にまたなければならない。植木鉢土壌に裸麦

が行っているように， ROSSI心HOLODNY1:.去を併用し を栽培し続けた場合に，その土嬢中に於いて P.filαー

てその正確を期1...-，また更に困場に;於ける傾向を確め mentosaの生育或は活動が著しく仰制されることは実

るために室内のポット試験をも行った。 験2及び5からも明らかである。 BLAIR(1943)はポ

1954， 1955年度の結果を総括するとp 甜菜を連作す y ト土壊中に麦類の梓等を混入すると Rhizoctonia

ることにより土壌中に於ける P.filαmentosaの活動 solα叫の菌糸の伸長が低下することを見p また SAN国

が益々増加することは.指標植物の発病及び ROSSI- FORD (1952)は麦を植栽することによってp 播種後

CHOLODNYj去の何れからも推察される。とれ等をポ 'y 120日で土壊中から本菌が消減ずることを観察した。

ト試験により確めた実験2或は3の結果からp 連作す 著者の指標植物の発病，或は ROSSI-CHOLODNY法を

ることにより土壌中にあって寄主地下部に寄生じ，或 用いた困場実験も，裸麦を植え次いだ植木鉢土壊中で

は寄主の残骸に腐生的に生活している菌は，益々数的 も P.filamen初sα の生育が著しく低下していること

に増加し 次に寄主作物を植栽した時は更に発病と被 を認めたが，この土壌中よりの再分離を行い得ず，果し

害の著しい増加を生ず、るのである。寄主作物の根に寄 て病原菌の数量的な減少のみに伴今発病の低下である

生し続けることによって病原性の増強する傾向は 3 か，或は病原性の低下も関連しているかは明らかでな

固に汎る寄主作物の植え次ぎ実験からは認められずr い。唯実験2及び3の結果は，裸麦の地下部が土E寝中

どのような寄主作物の組合せを行った場合にも等し に残存しているときに P.filamenω側の生育を仰制
い病原性を示した。実際画場に於いても 3年間甜菜を し或はその病原性発現を低下せしめるような要素が

連作した場合，収穫期に於ける本菌による根腐病の発 土壌中に存在する可能性を示している。 BLAIRく1943)

生率と被害度が著しく増加することは第3表の結果よ は禾本科植物体をポ y トの土壕中に混入したとを，土

り明らかであり，本菌・による馬鈴薯塊茎黒窓病の連作 壌中に Cellulose分解菌が増殖し，これが直接或は聞

による被害の増加についての Goss& AFANASIEV 接に木菌の生育を仰制するものと考察しているが，著

く1939)の結果と同様である。 者等の実験結果から推察された仰制要素は如何なるも

休閑或は燕麦を栽培したi圃場の土壌中にあってp 土 ので、あlるかについては今後の研究により確めたL、。然

援中の病原菌の活動は著しく低下し. 2年間休閑を続 しながらこのような仰制要素はp 土壊の種類によって

けることによりp 土壌中の病原菌・は更に減少すること 発現程度，或はその種頴が異なることは実験5の結果

が認あられた。然しながら圃場を休閑することにより から明らかでるる。

その中の病原菌が完全に消滅し，或は被害を全〈及ぼ

さない程度にまで波少することは認ゐられず， また

ELMER (1942)が親祭したような夏期の気候条件によ

って土壌中の本商が絶滅するようなととは北海道にる

っては殆んど期待し得ない。休間後に再び甜菜を播種

摘 要

1. Pellicul俳句filαmentosaによる甜菜根腐病常

発闘場に甜菜3 燕麦を栽培しp また一部は休関して，

その各々の土壌中に於ける本l菌の消長を指標高宣物の発
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病状態及び ROSSI-CHOLODNY訟により比較した。

2. 甜菜を栽培した土壊中に2るって病原菌は，甜菜
稚苗期及び成熟期の根腐病発生時よりもやや早い時期

に旺盛な活動を示しその聞に一時増殖が停滞し・或

は活動の低下する時が怠る。

3. 休閑地の土展中にあって病原菌は始め少し〈増

加するが.その後波少を続け再び増加することが無

い。燕麦畑の土壌中でも同様の傾向を認め， 9月下旬

以降土壌中に於ける本菌の活動は全〈認め得られなか

った。

4. 甜菜を連作した国場の土壌中に於ける病原菌の

活動はp 前年休関した場合よりも激しし寄主植物の

根腐病発生率及び被害程度も著し〈増加する。

5. 2年間休聞を続けると，土壌中の病原菌.は益々

波少の傾向を示すがp その中より消滅することは無〈

休悶悶場に翌年寄主作物を栽培すると，菌は再び旺盛

な活動を始め2 寄主の発病が認められた。然しなが

ら その発病率或は被害程度は少い。

6. 植木鉢に充した土壌に P.filα.m.eηωsαB-2菌

株を接種し'.これに甜菜p 亜麻・大根，粟豆及び裸麦

を1カ月間宛各種の組合ぜで植え次き，これを3回線

返した。このような土境中に於ける病原菌の?首長を見

ると，本菌株に侵害されない裸麦を植え次いだとき~，

その土壌では指標植物の本菌による倒伏は殆んど認め

られず，この中に於ける病原菌の活動ほ著し〈低下し

ているものと推察された。

7. 植木鉢に甜菜を植え次ぐときは，その土壌中の

P. filα悦朗tosaの量は次第に増加し甜棄権苗の倒伏

も激し〈なる傾向を認めた。

8. 裸麦を植え次いだ土壌より病原菌を再分離する

試みは失敗に終ったが.他の作物を植え次いだ土壌か

ら再分離した菌の病原性は凡て同一で2らった。

9. 火山灰土壌及び有機質に富む土壊を用いて・こ

れと同様の実験を試みた。何れの士壊に2るっても裸麦

を植え次いだ土壌中で P.filαm.entosaの生育或はそ

の活動は他の作物を植え次いだ場合よりも著し〈劣っ

た治五菌の活動は土壌により著Lく異った。

10. P. filam.側 tosαの土壌中に於ける生育が，その

中に麦類の根が存在した場合に著L<低下せしめられ
る原因は，かかる土展中で病原菌の生育或は活動を仰

制する要素が関与しているものと考察される。
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Resume 

The vicissitude in the population and activity 

of Pelliculaγぬfilam仰 tosαinsoil was studied 
in the field where confirmed outbreaks of the 

crown rot or dry rot canker of sugar beet 

have been observed for years. 

The vicissitude of the fungus growth in the 

soil was examined fortnightly using the ROSSI-

CHOLODNY technique or calculating the affec-

ted individuals of the indicator plants which 

were the sugar beet seedlings aseptically cul-

tured in a green house and inoculated with 

the contaminated soil taken from the experi-

mantal field. The growth and the pathogeni-

city of the fungus was the highest in the 

sugar beet fields， and active fungus growth 
was observed in June and also in August， but 
between these two maximums the growth of 

the fungus in soil seemed to be depressed. 

In oat fields or fallows the fungus was rare 

and attenuated gradually with the progress 

of season. The fungus in soil was increased 
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according to the successive cultivation of 
sugar b巴etand was decreased by fallowing， 
but the extinction of the pathogen from the 
soil has never been observed. 
Seeds of sugar beet， flax， soybean， radish 
and naked barley were sown in the pots fil-
led with the soil inoculated with an isolate of 
P. filameηωsαB-2 : after a month above gro-
und parts of all plants were cut off. and then 
the seeds of five kinds of plants mentioned 
above were resawn in the same pots with 
certain combination of the plants. After these 
pro巴edureswere repeated three times. sugar 
beets were :raised as the indicator plants in 
all pots. J udging from the absence of damping 

off of the seedlings and unsuccessful reisola-
tion.of the pathogen， the propagation of the 
fungus was scarcely recognized in the soil of 
the pots in which simply the naked barley 
was planted repeatedly. ln other cases， how-
ever. the vigorous growth of the fungus was 
proved by severe occurrences of the damping 
off， and reisolation.of the fungus from the soil 
proved the sam巴 pathogenicityin all isola-
tes. 
The diminishing effect. of the naked barley 
roots on the pathogen in soil was di宜erent
according to the soil types. The effects were 
different in the volcanic sandy soil or in the 
soil to be rich in humus. 


